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当ファンドの仕組みは、次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 
2028年12月15日まで 

（設定日：2018年12月17日） 

運 用 方 針 

この投資信託は、世界の高配当株式への投

資を通じて、配当収入の確保を中心に中長

期的な信託財産の成長を目指して運用を行

います。 

主要投資対象 

円建ての外国投資信託である「クレディ・

スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマ

ン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・

ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・

クラスＡ）」及び国内投資信託である「FOFs

用短期金融資産ファンド（適格機関投資家

専用）」の受益証券を主要投資対象としま

す。なお、短期金融商品等に直接投資する

場合があります。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設け

ません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

毎決算時（毎年６月16日及び12月16日。休

業日の場合は翌営業日。）に、原則として次

の分配方針に基づき分配を行います。 

分配対象額の範囲は、経費控除後の繰越分

を含めた配当等収益及び売買益（評価益を

含みます。）等の全額とします。分配金額は、

委託会社が基準価額水準、市況動向等を勘

案して決定します。ただし、委託会社の判

断により分配を行わないことがあります。

収益分配に充てず信託財産内に留保した利

益については、運用の基本方針に基づき、

元本部分と同一の運用を行います。 

 

 

 

運用報告書（全体版） 
第６期 

（決算日 2021年12月16日） 

 

ＳＢＩ地方創生・世界高配当株式ファンド 

（為替ヘッジあり）＜資産成長コース＞ 

愛称：７・５・３（しち・ご・さん） 
 

追加型投信／内外／株式 

 

 

 

受益者の皆様へ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 
さて、「SBI地方創生・世界高配当株式ファンド

（為替ヘッジあり）＜資産成長コース＞愛称：７・
５・３（しち・ご・さん）」は、2021年12月16日
に第６期決算を行いました。 
ここに第６期の運用状況と収益分配状況につい

てご報告申し上げます。 
今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。 

 

 

ＳＢＩ地方創生アセットマネジメント株式会社 

東京都港区六本木１－６－１ 

お問い合わせ先：営業企画管理部 

電話番号 03-6229-0863 

受付時間：営業日の９：00～17：00 

 

 

  ホームページから、ファンドの商品概要、 

レポート等をご覧いただけます。 

https://www.sbi-rram.co.jp/ 
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■最近５期の運用実績 
 

決 算 期 

基  準  価  額 
投資信託証券 
組 入 比 率 

純資産 
総 額 （分配落） 

税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

 円 円 ％ ％ 百万円 

２期(2019年12月16日) 11,240 0 6.5 95.9 209 

３期(2020年６月16日) 9,840 0 △12.5 96.1 242 

４期(2020年12月16日) 10,895 0 10.7 97.4 242 

５期(2021年６月16日) 12,611 0 15.8 97.7 195 

６期(2021年12月16日) 12,976 0 2.9 92.6 165 

（注） 当ファンドは、ベンチマークを採用しておりません。また、適切な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。 

 

 

■当期中の基準価額と市況等の推移 
 

年 月 日 
基  準  価  額 投資信託証券 

組 入 比 率  騰 落 率 

（期   首） 円 ％ ％ 

2021年６月16日 12,611 － 97.7 

６月末 12,182 △3.4 97.2 

７月末 12,335 △2.2 97.0 

８月末 12,462 △1.2 96.9 

９月末 12,298 △2.5 96.6 

10月末 12,602 △0.1 96.8 

11月末 12,590 △0.2 97.7 

(期   末)    

2021年12月16日 12,976 2.9 92.6 

（注）騰落率は期首比です。 
（注） 当ファンドは、ベンチマークを採用しておりません。また、適切な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。 
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■当期の運用状況と今後の運用方針（2021年６月17日～2021年12月16日まで） 
 

○基準価額等の推移 
 

 

期 首： 12,611円 

期 末： 12,976円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 2.9％（分配金再投資ベース） 

 
（注）当ファンドは、ベンチマークを採用しておりません。また、適切な参考指数もないため当ファンドのみ表記しております。 
（注）当ファンドは、当期分配を行っていないため分配金再投資基準価額は記載しておりません。 

 

 

○基準価額の主な変動要因 
 

当ファンドは、主として、独自の銘柄選定手法により選ばれた世界の高配当株式を投資対象とする投資信託証

券に投資を行い、配当収入の確保を中心に中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行ってまいりました。作

成期間における基準価額の主な変動要因は以下の通りです。 

＜値上がり要因＞ 

世界的な新型コロナワクチン接種の進展に伴う経済の正常化や良好な企業業績、経済指標などが基準価額の上

昇要因となりました。米国をはじめ主要国の中央銀行が金融引き締め方針を打ち出し、実行する過程でマーケッ

トへのインパクトが限定的だったことも要因として挙げられます。 

＜値下がり要因＞ 

インフレ率の高止まりやサプライチェーン問題が経済回復に対する懸念材料となっているほか、コモディティ

価格の上昇による企業収益悪化も基準価額の下落要因となりました。今後は新型コロナウイルス（オミクロン型）

による不確定要素が新たな懸念材料となります。 
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○投資環境 
 

2021 年６月は、ワクチン接種で先行する米英に加え欧州でも企業の景況感が改善し、経済の正常化に向けて前

進が見られました。米国では 2021 年１－３月期の実質 GDP 成長率が年率＋6.5％と景気回復が急速に進み、さら

に高い成長率も予想されました。しかし、生産が制限される供給制約や労働需給のミスマッチなどの問題が経済

回復の重石となりました。2021 年７月は、ワクチン接種が進みサービス業の回復が加速したこともあり、景況感

が引き続き好調でした。欧州でも 2021 年４－６月期の GDP 成長率がプラスとなり、行動制限の解除が段階的に

進む中、小売売上高が力強く反発するなど、景気回復が本格化しました。2021 年８月は、米国で良好な雇用統計

や米企業の好決算、大型のインフラ投資法案の審議が進展したことなどが好感され、世界的なワクチン普及によ

りサービス消費や個人消費などが大幅に回復しました。一方で、新型コロナウイルス（デルタ型）の感染拡大や

先行して経済回復していた中国のマクロ経済指標が下振れするなどの懸念材料も顕在化しました。2021 年９月に

入ると米欧中の主要国で景況感が低下し、回復基調ではあるものの減速感がみられました。米国では、新型コロ

ナウイルス（デルタ型）の感染拡大や供給網の混乱などを受けてサービス業で景況感の悪化が見られることに加

え、雇用統計も予想を下回る結果に留まりました。FOMC で量的緩和政策の縮小を年内に開始する見通しが示さ

れたことで金融政策の先行き不透明感が和らぎ株価は反発しました。2021 年 10 月は、世界的な半導体不足による

生産制約を受け自動車消費が落ち込んだことや個人消費の停滞などがマイナスに作用し2021年７－９月期の米実

質 GDP 成長率は前期比年率プラス 2.0％と前四半期から急減速しました。一方で、新型コロナウイルスの新規感

染者数が減少傾向もみられ景気の先行きに対する不透明感は徐々に払拭されてきました。ユーロ圏でも行動規制

が段階的に解除され正常化が進みました。2021 年 11 月は、世界的にインフレ率が上昇傾向となる中、FOMC で量

的緩和（テーパリング）開始が決定されました。月央には、欧州で新型コロナウイルスの感染者数が再び増加傾

向となり、経済の先行き不透明感が強まったことからリスクオフとなりました。月末にかけては、新型コロナウ

イルス（オミクロン型）が発見されたことや、パウエル米連邦準備制度理事会（FRB）議長が量的緩和の縮小ペー

スを加速させる可能性を示唆したことも投資家心理を悪化させました。 

 

 

○当ファンドのポートフォリオ 
 

「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド

（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラス A）」への投資を通じて、世界の高配当株式へ投資を行い、配当収入

の確保を中心に中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行いました。 

 

＜クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラス A）＞ 

主として、担保付スワップ取引を通じて、実質的に世界の高配当株式に投資を行い、配当収入の確保と中長期

的な値上り益の投資成果の享受を目指し運用いたしました。直近 11 月末の時点のポートフォリオは以下の通りと

なっております。 
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○組入上位国・地域 ○通貨別構成 ○業種別構成 

   

 

組入上位 10 銘柄 

 銘柄名 通貨 国・地域 業種 比率 

１ HP 米ドル 米国 情報技術 3.85％ 

２ デジタル・リアルティー・トラスト 米ドル 米国 不動産 3.70％ 

３ BHP グループ 豪ドル オーストラリア 素材 3.52％ 

４ バラット・デベロップメンツ 英ポンド 英国 一般消費財・サービス 3.49％ 

５ 任天堂 日本円 日本 電気通信サービス 3.49％ 

６ サザン・コッパー 米ドル 米国 素材 3.46％ 

７ メディカル・プロパティーズ・トラスト 米ドル 米国 不動産 3.42％ 

８ ワッコ 米ドル 米国 資本財・サービス 3.42％ 

９ レド・エレクトリカ ユーロ スペイン 公益事業 3.39％ 

10 アッヴィ 米ドル 米国 ヘルスケア 3.38％ 

組入銘柄数 30銘柄 

※ 比率はいずれも主要組入投資証券のポートフォリオに対する割合です。 
※ 業種は世界産業分類基準（GICS）による分類です。 
※ データの分類方法や評価基準日の一部が異なる場合があるため、概算値となりますのでご留意ください。また、掲載データに関する情報の正確

性、信頼性、完全性を保証するものではありません。 

 

＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。 

「短期金融資産 マザーファンド」において、日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化す

るなか、国債と比較してより利回りの高い非国債セクターの保有短期債の満期償還以降は、コールローン等の比

率を高めた運用を行い、市場運用ができない資金は受託銀行の金銭信託へ預け入れました。 
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○当ファンドのベンチマークとの差異 
 

当ファンドは、主として投資信託証券を通じて世界の高配当株式に投資しており、値動きを表す適切な指数が

存在しないため、ベンチマーク等はございません。 

 

 

○分配金 
 

当期の分配金は、基準価額の水準、市場動向等を勘案し、下表の通りといたしました。 

なお、分配にあてずに信託財産に留保した収益につきましては、元本部分と同一の運用を行います。 

 

 

 分配原資の内訳 
 
 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項     目 

第６期    

2021年６月17日～ 

2021年12月16日    

当期分配金 －    

（対基準価額比率） －％    

 当期の収益 －    

 当期の収益以外 －    

翌期繰越分配対象額 2,976    

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 
（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。   
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○今後の見通しと運用方針 
 

＜当ファンド＞ 

引き続き、「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・

ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＡ）」への投資を通じて、世界の高配当株式へ投資を行い、配

当収入の確保を中心に中長期的な信託財産の成長を目指して運用を行います。 

 

＜クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プレミアム・ファンド（適

格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＡ）＞ 

今後の世界株市場は新型コロナウイルスの感染が世界的に収束へ向かうことへの期待や供給制約の緩和への期

待から引き続き堅調さを維持するとみられます。主要国の金融政策の動向や米中間選挙などは主要リスクイベン

トとして注意が必要です。米国株式市場は堅調な米国経済や企業業績などに支えられ上昇基調が継続するとみて

います。足元では、新型コロナウイルスの変異型「オミクロン型」の感染拡大が警戒され重石となりそうです。

長期的には、供給制約やインフレ圧力は 2022 年半ばにかけて和らぐとの見方がありますが、予想に反してインフ

レが長期化すれば企業業績や景気の下押し要因となる可能性もあり、物価動向に留意が必要と考えられます。日

本株市場は行動制限の緩和や景気対策が奏功し底堅く推移するとみられます。供給制約は 2022 年後半にかけて緩

和される見通しもあり、企業業績の改善が株価の支援材料となることが期待されます。他方、新型コロナウイル

スの感染拡大による世界経済の停滞や米金融政策の早期正常化の加速などにより投資家のリスク回避姿勢が強ま

る可能性もあり留意が必要です。欧州では、経済活動の正常化期待が株価を支える展開が予想されます。しかし、

新型コロナウイルスの変異型の感染拡大が主要国で加速する中、行動制限の強化などによる消費の低迷が懸念さ

れ上値は限定的とみられます。感染拡大に歯止めがかかれば株式市場が上昇基調に転じる展開も考えられます。 

 

＜FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）＞ 

「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債及び

短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。 
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■１万口当たりの費用明細 （2021年６月17日～2021年12月16日） 
 

項   目 
当   期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

(ａ) 信 託 報 酬 64 0.513 (ａ)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （投 信 会 社） (  24) (0.193) 委託した資金の運用の対価 

 （販 売 会 社） (  38) (0.303) 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価 

 （受 託 会 社） (   2) (0.017) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(ｂ) そ の 他 費 用 75 0.602 (ｂ)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （監 査 費 用） (  31) (0.253) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （印    刷） (  43) (0.349) 開示資料等の作成・印刷費用等 

合   計 139 1.115  

期中の平均基準価額は、12,411円です。  

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 
（注） 項目ごとに円未満は四捨五入しております。 
（注） 各項目の費用は、当ファンドが組入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 
（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 
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（参考情報） 

○経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 
当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を

除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除した経費率（年率）は2.56％

です。 

 

 

 
 

 （単位：％）

経費率（①＋②） 2.56 

①当ファンドの費用の比率 2.21 

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.35 

（注） ①の費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） ②の費用は、各月末の投資先ファンドの保有比率に当該投資先ファンドの運用管理比率を乗じて算出した概算値です。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。なお、四捨五入の関係により、合計が一致しない場合があります。 
（注） 投資先ファンドとは、このファンドが組入れている投資信託証券です。 
（注） ①と②の費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注）投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異な

ります。 
  

経費率 
2.56％ 

運用管理費用 
0.35％ 

運用管理費用 
（投信会社） 
0.38％ 

運用管理費用 
（販売会社） 
0.60％ 

運用管理費用 
（受託会社） 
0.03％ 

0.35％ 

その他費用 
1.20％ 2.21％ 
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■売買及び取引の状況 （2021年６月17日～2021年12月16日） 
 

 投資信託証券 
 

銘     柄 
買   付 売   付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国

内 

 口 千円 口 千円 

クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト(ケイマン)Ⅲ－グローバル高配当 

株式プレミアム・ファンド(適格機関投資家限定)(円ヘッジ・クラスＡ) 587 7,900 3,862 51,800 

（注） 金額は受渡し代金。 
（注） 単位未満は切捨て。 

 

 

■利害関係人との取引状況等 （2021年６月17日～2021年12月16日） 
 

該当事項はありません。 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 

 

 

■組入資産の明細 （2021年12月16日現在） 
 

 ファンド・オブ・ファンズが組み入れた邦貨建ファンドの明細 
 

銘  柄  名 
当    期    末 

口 数 評 価 額 比 率 
 口 千円 ％ 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト(ケイマン)Ⅲ－グローバル高配当 

株式プレミアム・ファンド(適格機関投資家限定)(円ヘッジ・クラスＡ) 10,939 153,528 92.6 
FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 676 0.666 0.0 

合     計 11,615 153,529 92.6 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

 

 

■投資信託財産の構成 （2021年12月16日現在） 
 

項       目 
当     期     末 

評 価 額 比   率 

 千円 ％ 
投資信託受益証券 153,529 91.6 

コール・ローン等、その他 14,144 8.4 

投資信託財産総額 167,673 100.0 
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■特定資産の価格等の調査 
 

該当事項はありません。 

 

 

■資産、負債、元本及び基準価額の状況並びに損益の状況 
 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況（2021年12月16日現在）

 
項     目 当 期 末 

(Ａ) 資産 167,673,549円 

 コール・ローン等 14,144,280 

 投資信託受益証券(評価額) 153,529,269 

(Ｂ) 負債 1,936,028 

 未払信託報酬 890,067 

 未払利息 38 

 その他未払費用 1,045,923 

(Ｃ) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 165,737,521 

 元本 127,724,202 

 次期繰越損益金 38,013,319 

(Ｄ) 受益権総口数 127,724,202口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 12,976円 

（注） 
期首元本額 155,122,450円 
期中追加設定元本額 10,518,479円 
期中一部解約元本額 37,916,727円 

 

○損益の状況 (2021年６月17日～2021年12月16日)

 
項     目 当   期 

(Ａ) 配当等収益 △         2,954円 

 支払利息 △         2,954 

(Ｂ) 有価証券売買損益 6,819,968 

 売買益 7,261,320 

 売買損 △       441,352 

(Ｃ) 信託報酬等 △     1,935,990 

(Ｄ) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,881,024 

(Ｅ) 前期繰越損益金 22,313,821 

(Ｆ) 追加信託差損益金 10,818,474 

 (配当等相当額) (       6,756,482) 

 (売買損益相当額) (       4,061,992) 

(Ｇ) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 38,013,319 

(Ｈ) 収益分配金 0 

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 38,013,319 

 追加信託差損益金 10,818,474 

 (配当等相当額) (       6,756,482) 

 (売買損益相当額) (       4,061,992) 

 分配準備積立金 27,197,799 

 繰越損益金 △         2,954 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ
るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税
等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追
加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分
をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（０円）、費用控除
後の有価証券等損益額（4,881,288円）、信託約款に規定する収益
調整金（10,815,520円）および分配準備積立金（22,316,511円）
より分配対象収益は38,013,319円（10,000口当たり2,976円）で
すが、当期に分配した金額はありません。 

 

■お知らせ 
 

該当事項はありません。 
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＜ご参考＞ 

主要投資対象の投資信託証券の概要 

 
 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式
プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＡ） 
 
■ファンドの概要 
 

名 称 
クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式プ
レミアム・ファンド（適格機関投資家限定）（円ヘッジ・クラスＡ） 

形 態 ケイマン籍外国投資信託（円建て） 

運用目的・運用方針 

１．主として、担保付スワップ取引を通じて、実質的に世界の高配当株式に投資を行い、
配当収入の確保と中長期的な値上り益の投資成果の享受を目指します。 

２．クレディ・スイスが有する株式評価モデルに従って選定された世界の高配当株式の
中から、時価総額や流動性等を考慮して投資対象銘柄を選定します。投資対象銘柄
の中から、相対的に高い配当利回りで下値抵抗力があり、割安で財務健全性の高い
銘柄を選定し、世界の高配当株式ポートフォリオを構築します。世界の高配当株式
の運用は、クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リミテッドが行います。 

分 配 方 針 
原則として、分配は行わない方針です。 
※今後、管理会社の判断によって変更される場合があります。 

管 理 報 酬 等 

純資産総額に対して年率0.35％程度 
※ 上記料率には、管理会社、受託会社、管理事務代行会社、保管会社、報酬代行会社と

その代理人への報酬等、および設立費用、監査報酬等が含まれます。 
※ その他費用として、担保付スワップ取引において証券取引等に伴う手数料等が支払わ

れます。 

管 理 会 社 クレディ・スイス・マネジメント（ケイマン）リミテッド 

信 託 財 産 留 保 額 ありません 

備 考 

当外国投資信託は、担保付スワップ取引の相手方に担保付スワップ取引の構築に必要な
現金を支払い、当該取引の評価額に相当する担保を受入れます。担保付スワップ取引の
相手方は、日々の担保付スワップ取引の評価を行っており、担保も洗替えされます。担
保付スワップ取引の評価には、世界の高配当株式等へ投資する場合にかかるコストや税
金等が反映されます。 
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クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－グローバル高配当株式
プレミアム・ファンド（適格機関投資家限定）の状況 
 

2021年12月16日現在入手している最新（2021年７月31日現在）の状況です。 

 

 

■貸借対照表 
 

資産  2021 年７月 31 日 

  （円）

金融資産（損益通算後の評価額）  2,886,251,580 

未収：   

受益証券発行分  6,800,000 

その他資産  2,985,000 

資産合計  2,896,036,580 

   

負債   

当座借越金  2,984,999 

未払:   

有価証券購入分  5,200,000 

有価証券売却分  1,600,000 

負債合計  9,784,999 

受益者に帰属する純資産  2,886,251,581 
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■包括利益計算書 
 

収益  2021 年７月 31 日 

  （円）

金融商品に係る収益（損失）   

手数料収入  572,886,719 

金融資産および金融負債に係る実現損（損益通算後の評価額）  (720,878,721) 

金融資産及び金融負債に係る未実現損の変動（損益通算後の評価額）  915,609,625 

収益（損失）合計  767,617,623 

   

費用   

報酬支払代行人手数料  15,497,872 

   

財務費用控除前の運用に伴う収益（損失）  752,119,751 

   

財務費用   

支払分配金   

包括利益（損失）合計 
（運用による償還可能受益証券の保有者に帰属する純資産の増（減））  (557,388,847) 

費用   

報酬支払代行人手数料  194,730,904 
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FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 
 
■ファンドの概要 
 

名 称 FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券 

信 託 期 間 信託期間は2010年６月14日から無期限です。 

運 用 方 針 

主として、「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券（以下「マザーファンド受益証
券」といいます。）への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債および短期
金融商品を含みます。以下同じ。）を中心に投資を行い、安定した収益の確保を目標とし
て運用を行います。 

主 要 投 資 対 象 

FOFs用短期金融資産ファンド 
（適格機関投資家専用） 

下記のマザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 

短期金融資産 マザーファンド わが国の短期金融資産等を主要投資対象とします。 

運 用 方 法 
主として、マザーファンド受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等を中心
に投資を行います。 

分 配 方 針 

毎決算時に、原則として以下の方針にもとづき、分配を行います。 
（１） 分配対象額の範囲 

経費控除後の繰越分を含めた配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の
全額とします。 

（２） 分配対象額についての分配方針 
委託者が、基準価額水準、市況動向等を考慮して分配金額を決定します。ただし、
分配対象額が少額の場合は、分配を行わないことがあります。 
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FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）の状況 
 

2021年12月16日現在で入手している最新（第11期決算期（2021年９月27日現在））の状況です。 

 

 

■１万口当たりの費用明細 
 

項   目 

当   期 

項 目 の 概 要 （2020年９月26日～2021年９月27日）

金 額 比 率 

  円 ％  

(a) 信 託 報 酬 14 0.144 

(a)信託報酬＝［期中の平均基準価額］×信託報酬率 
期中の平均基準価額は9,870円です。 
信託報酬に係る消費税は当（作成）期末の税率を採用して
います。 

 （投 信 会 社） (  11) (0.111) 
委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の
対価 

 （販 売 会 社） (   1) (0.011) 
交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの
管理、購入後の情報提供等の対価 

 （受 託 会 社） (   2) (0.022) 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

(b) そ の 他 費 用 1 0.005 (b)その他費用＝ 
［期中のその他費用］ 

×10,000 
［期中の平均受益権口数］

 (監 査 費 用) (   1) (0.005) 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 ( そ  の  他 ) (   0) (0.000) その他は、金銭信託預入に係る手数料等 

合   計 15 0.149  

（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。 
なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。 

（注） 各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 
（注） 「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

 

 

■組入資産の明細 
親投資信託残高 

 

 
当期首（前期末） 当  期  末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

短 期 金 融 資 産  マ ザ ー フ ァ ン ド 15,377 13,428 13,589 

（注） 親投資信託の当期末における受益権総口数は9,965,821千口です。   



 

- 16 - 

全体版 
 

Filename： ｗ16_資産成長コース_2112 

LastSave:1/6/2022 1:11:00 PM LastPrint：1/6/2022 1:12:00 PM 

size： 182×200 (仕上がりサイズ  ：上下 48.52 左右 13.99)

 (裁ち落としサイズ：上下 45.52 左右 10.99)

 
ＦＯＦｓ用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用）が投資対象としている「短期金融資産

マザーファンド（第14期決算期（2021年９月27日現在））」の組入資産の内容等の状況 

 

 

■組入資産の明細 
 

当期末における該当事項はありません。 

 


